
白楊幼稚園 行動計画 

 

教職員が仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や、子育てをしていない職員を含めた多様

な労働条件の整備などに取り組むために策定する計画です。 

 

１． 計画期間 令和７年１１月１日～令和１２年１０月３１日までの５年間 

２． 内容 

目標１：子育て・介護を行う職員等の仕事と家庭生活との両立、および意欲的、継続的に働くことのでき

る職場環境を実現する。 

＜対策＞ 2022（令和 4）年 3月～（継続） 

• 法に基づく諸制度の調査。 

• 制度に関する資料を収集、研修に参加。 

• 就業規則の見直しと整備作業を実施。 

• 産前産後・育児休業・介護休業等に関する規定を周知するとともに、制度を利用しやすい環境

を作る。 

• 子の監護休暇制度を拡充する。「中抜け」（就業時間の途中から時間単位の休暇を取得し、就

業時間の途中に再び戻ること）で取得できる制度を周知する。 

202５（令和７）年１１月～ 

• 就全職員に対し、ヒアリングを行い、実態を把握し、制度の情報を提供する業規則の見直しと

多様な労働条件の整備作業を実施。 

 

・全職員に対し、ヒアリングを行い、実態を把握し、制度の情報を提供する。 

目標２：業務の効率化を図り、残業や持ち帰り仕事の削減を行う。 

＜対策＞ 2023(令和 4）年 4月～（継続） 

• 就業規則の見直しと多様な労働条件の整備作業を実施。 

• 整備後の就業規則を全体へ周知。 

• 職員配置の工夫。業務効率があがるよう、就業時間内の無駄な仕事、作業を排除する。 

202５(令和７）年１１～ 

職員配置のニーズを把握し、業務量の偏りがないようさらに整備していく。 

• 全職員を対象にヒアリングを行う。 

目標３：次世代の社会を担う若年層の能力開発や、適職選択による安定就労を推進する。 

＜対策＞ 2025(令和 5）年 11月～（継続） 

• 地域の中学生や高校生などに対する職場体験等を進んで提供する。 

• 学校からの実習依頼を進んで受け入れる。 

• 実習依頼の学校の実習意見交換会など積極的に参加し、学生の実習に対する想いを理解す

る。 


